
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１２年６月３日 

№47 

 

■市のＰＲを兼ねた「職員募集案内」を作成 

…この度、東大和市では平成２５年４月の職員採用に向

けて、市の PRを兼ねた「東大和市職員募集案内」を作

成。この資料は民間企業の採用パンフレットのようなも

ので、市の特徴（東大和市ってどんなところ？市の顔な

ど）、市のまちづくりの取り組み、先輩職員による仕事

ややりがいの紹介、メッセージなどが書かれています。

和地ひとみも民間企業で長年、人材開発（人事、採用、

教育）に携わっていたため、このようなパンフレットの

作成も行っていました。本来は就職希望者への案内とい

う目的であるパンフレットですが、社員や利用されてい

るお客様からみると「なるほど、この会社はこういう考

えで経営しているんだ」「社員はこんな風に仕事をして

いるんだ」と会社の取り組み、PRしたい点などが改め

て明文化されている「わかりやすいツール」にもなって

いたものです。 

…今回、作成された「職員募集案内」は多岐にわたる市

政運営の中でも市が PR したい点が簡潔に書かれたも

のであると同時に、市の方向性、役所の風土などを再確

認できるものとなりました。（市HPでも内容は閲覧可） 
 

■ 求める人材…採用試験の特徴は 

…東大和市では、新規採用を控え人件費を削減。一方で、

地方自治の重要性が高まると共に増加する市の担当業

務を臨時職員などで補っていたという事実もあります。

（臨時職員などの人件費は「物件費」に計上されるため

人件費には影響はありません）しかし、団塊の世代の定

年退職などが増えている状況のため、平成２３年には 

 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシ

ップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／

卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・

生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマ

ーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店

長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、

漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出

会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市の職員採用が本格化？ 

良い人材を増やし育成することで更なる市役所の活性化を 
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前年より職員を増員。その流れの中、 

平成２５年度には１０数名を採用する計画です。 

…今回、作成された募集案内では「東大和市の求めるべ

き人材像～人物重視します」となっており、従来型の公

務員試験は実施せず、基礎的な学力や思考力を問う問題

のみが出題されるため『公務員試験の勉強をしていない

民間企業志望の方』も十分に受験可能と明記されていま

す。さらには、学生時代に他に誇れる実績を残した方、

民間企業で活躍されている方、コミュニケーション能

力、自己啓発力、元気で根性のある方の応募を待ってい

ると付け加えられていました。 
 

■ 良い人材を育てる風土の醸成も共に… 

…ちなみに平成２２年の 4月と 10月に実施された一般

事務の採用試験では応募人数 734 人⇒受験者数 613 人

⇒合格者数 35人と倍率は高い状況。一方で、今回の募

集案内の今年 4 月採用の先輩数名のメッセージの中に

「想像以上に忙しい仕事だった」「市役所は仕事があま

り多くないというイメージだったが想像以上に多くの

仕事があった」というコメントがあるのが気になりま

す。人物重視で採用する際に、市役所の仕事内容、意義

を正しく伝え、その重要性を正しく理解したうえで採用

することには更なる注意と工夫が必要だと感じます。 

…そして高い倍率を通過して東大和市の市民サービス

を支えるために入職する新人を、新たな戦力として育成

する「役所の風土」の醸成も採用と並行して行うことが、

手間暇をかけて実施する採用活動を最大限に活かすポ

イント。今後も職員育成などに注目したいと思います。 

 


